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(57)【要約】
【課題】　優れた使用感と優れたメイク除去性とを両立するとともに、使用時に振とうす
る必要がなく、保存安定性及び使用性にも優れたメイクアップリムーバーを提供すること
。
【解決手段】　本発明のメイクアップリムーバーは、水性成分を含む水相と、該水相中に
分散する、油性成分を含む油性粒子と、アルキル変性カルボキシビニルポリマーとを含有
し、油性粒子は、上記油性成分として揮発性油剤を含み、２５℃において上記水相中に液
状で分散し得るものであり、油性粒子の５０％以上が１００μｍ以上の粒径を有し、水相
及び油性粒子の比重差の絶対値が０．０５以下である。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性成分を含む水相と、該水相中に分散する、油性成分を含む油性粒子と、アルキル変
性カルボキシビニルポリマーと、を含有し、
　前記油性粒子は、前記油性成分として揮発性油剤を含み、２５℃において前記水相中に
液状で分散し得るものであり、
　前記油性粒子の５０％以上が１００μｍ以上の粒径を有し、
　前記水相及び前記油性粒子の比重差の絶対値が０．０５以下である、メイクアップリム
ーバー。
【請求項２】
　前記揮発性油剤の含有量が、油性成分全量を基準として、４０～８０質量％である、請
求項１に記載のメイクアップリムーバー。
【請求項３】
　前記水相及び／又は前記油性粒子が比重調整剤を含む、請求項１又は２に記載のメイク
アップリムーバー。
【請求項４】
　前記水相が、前記比重調整剤として、炭素数１～４の低級アルコールを含む、請求項３
に記載のメイクアップリムーバー。
【請求項５】
　前記油性粒子が、前記比重調整剤として、比重が０．９９０以上であり、２５℃で液状
の油剤を含む、請求項３又は４に記載のメイクアップリムーバー。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、メイクアップリムーバーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　メイクアップ化粧料を除去するためのメイクアップリムーバーとして、液状油等を主成
分とする油性クレンジング化粧料や、油性成分を界面活性剤により乳化した乳化タイプの
クレンジング化粧料が従来より用いられている。
【０００３】
　しかし、油性クレンジング化粧料は使用時に油っぽさ、べたつきを感じやすく、乳化タ
イプのクレンジング化粧料はメイクとなじませるのに時間がかかるため、従来のクレンジ
ング化粧料は使用感及び使用性の点で改良が求められている。また、昨今のメイクアップ
化粧料は、特にマスカラ、リキッドファンデーション、油系ジェル状アイライナー等に代
表されるように、化粧崩れしにくく化粧もちが良くなっており、従来のクレンジング化粧
料では落としにくくなっている。
【０００４】
　油性又は乳化タイプのクレンジング化粧料以外のメイクアップリムーバーも検討されて
おり、例えば、下記特許文献１には、特定の乳化能を持たない水溶性高分子と揮発性油剤
とが配合された二層型メイクアップリムーバーが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２６９６７４公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記の二層型メイクアップリムーバーは、さっぱりとした使用感と高い除去効果を得ら
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れるが、使用時に振とう・攪拌する手間を要するため使用性に劣る。
【０００７】
　本発明は、上記従来技術が有する問題に鑑みてなされたものであり、優れた使用感と優
れたメイク除去性とを両立するとともに、使用時に振とうする必要がなく、保存安定性及
び使用性にも優れたメイクアップリムーバーを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために本発明者らは鋭意検討した結果、特定の高分子化合物を用い
て揮発性油剤が含まれる油性粒子を水相中に分散させ、更に、油性粒子の粒径及び水相と
油性粒子との比重差を調整することにより、上述した要求をすべて満たすメイクアップリ
ムーバーが得られることを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００９】
　すなわち、本発明は、水性成分を含む水相と、該水相中に分散する、油性成分を含む油
性粒子と、アルキル変性カルボキシビニルポリマーとを含有し、油性粒子は、上記油性成
分として揮発性油剤を含み、２５℃において上記水相中に液状で分散し得るものであり、
油性粒子の５０％以上が１００μｍ以上の粒径を有し、水相及び油性粒子の比重差の絶対
値が０．０５以下であるメイクアップリムーバーを提供する。
【００１０】
　本発明のメイクアップリムーバーは、上記構成を有することにより、優れた使用感と優
れたメイク除去性とを両立するとともに、使用時に振とうする必要がなく、保存安定性及
び使用性にも優れている。
【００１１】
　また、本発明のメイクアップリムーバーは、１００μｍ以上の粒径を有する油性粒子が
分散していることから、透明感が得られやすく、透明な水相の中に球状の油性粒子が浮遊
した外観によって、消費者の目を引く、いわゆるアイキャッチ効果にも優れている。更に
、油性粒子が２５℃において水相中に液状で分散し得るものであることから、油性カプセ
ルやマイクロカプセルを利用した技術における問題を解消することも可能となる。すなわ
ち、油性カプセルやマイクロカプセルを用いると、マスカラなど目元の化粧料を除去する
際、カプセルが目の中に入った場合に異物感を与えてしまうという問題がある。本発明に
係るメイクアップリムーバーは、このような問題を避けることができることから、リムー
バーを含ませたコットンをまぶたにあてメイクをふき取るような使用形態にも好適である
。
【００１２】
　本発明のメイクアップリムーバーは、メイク除去性及び保存安定性の観点から、揮発性
油剤の含有量が、油性成分全量を基準として、４０～８０質量％であることが好ましい。
【００１３】
　また、本発明のメイクアップリムーバーは、水相及び／又は油性粒子が比重調整剤を含
有してもよい。
【００１４】
　本発明のメイクアップリムーバーにおいて、水相が、比重調整剤として、炭素数１～４
の低級アルコールを含有してもよい。また、油性粒子が、比重調整剤として、比重が０．
９９０以上であり、２５℃で液状の油剤を含有してもよい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、優れた使用感と優れたメイク除去性とを両立するとともに、使用時に
振とうする必要がなく、保存安定性及び使用性にも優れたメイクアップリムーバーを提供
することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本実施形態のメイクアップリムーバーは、水性成分を含む水相と、該水相中に分散する
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、油性成分を含む油性粒子と、アルキル変性カルボキシビニルポリマーとを含有する。
【００１７】
　本実施形態のメイクアップリムーバーにおいて、油性粒子は、上記油性成分として揮発
性油剤を含み、２５℃において上記水相中に液状で分散し得るものである。なお、水相中
に液状で分散する油性粒子とは、油性成分がカプセル化された粒子、すなわち、固体の外
殻を有する状態で分散する油性粒子とは区別される。
【００１８】
　本実施形態のメイクアップリムーバーは、油性粒子の５０％以上が１００μｍ以上の粒
径を有することが好ましく、油性粒子の８０％以上が１００μｍ以上の粒径を有すること
がより好ましい。また、油性粒子の平均粒径は１００～１０００μｍであることが好まし
く、２００～７００μｍであることがより好ましい。この場合、油性粒子がメイクに早く
なじみやすくなり、メイク除去能が向上するともに、アイキャッチ効果が得られやすくな
る。
【００１９】
　本明細書において油性粒子の平均粒径及び油性粒子における１００μｍ以上の粒径を有
する粒子の割合は以下の方法で求められる。
　まず、平均粒径は、５５ｍｍφのシャーレに３ｇの試料を広げ、デジタル顕微鏡（キー
エンス社　ＶＨ－５０００）（倍率：５０倍）にて、十分視認することができる粒子径が
４０μｍ以上の代表５０個の粒子の粒子径の大きさを測定し、これらの平均値を計算する
ことにより求められる。
　１００μｍ以上の粒径を有する粒子の割合については、上記で測定した５０個のうち、
粒径が１００μｍ以上の油性粒子の個数割合を算出する。
【００２０】
　優れたアイキャッチ効果を付与できる観点から、油性粒子は、透明であってもよく、油
溶性の染料で着色されていてもよい。
【００２１】
　本実施形態のメイクアップリムーバーを構成する各成分について更に説明する。
【００２２】
＜水性成分＞
　水相に含まれる水性成分としては、水、エタノール、プロパノール、イソプロパノール
、イソブチルアルコール、ｔ－ブチルアルコール等の低級アルコール、グリセリン、プロ
ピレングリコール、ブチレングリコール、エチレングリコール、ポリエチレングリコール
、アセトン等が挙げられる。
【００２３】
　水相は、上記の水性成分以外にも、通常化粧品に用いられる水性成分を含有することが
できる。そのような水性成分としては、例えば、防腐剤、酸化防止剤、色素、増粘剤、ｐ
Ｈ調整剤、香料、紫外線吸収剤、紫外線散乱剤、保湿剤、キレート剤、消炎剤、界面活性
剤などが挙げられる。
【００２４】
　本実施形態のメイクアップリムーバーは、水相が増粘剤を含むことができる。増粘剤と
しては、カルボキシビニルポリマー等の合成高分子、キサンタンガム、セルロースガム、
ジェランガム等の増粘多糖類、ベントナイト、スメクタイト、モンモリロナイト等の粘土
鉱物などが挙げられる。
【００２５】
＜油性成分＞
　油性粒子に含まれる油性成分としては、揮発性油剤を用いることができる。揮発性油剤
は、メイクアップ化粧料を除去することができ、化粧料に使用されるものであれば、特に
限定されず使用することができ、例えば、炭化水素油、シリコーン油などを用いることが
できる。揮発性油剤は、１種を単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００２６】
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　本願明細書において、揮発性とは１気圧における沸点が２５０℃以下であることを指し
、不揮発性とは１気圧における沸点が２５０℃を超えることを指す。
【００２７】
　炭化水素油としては、軽質流動イソパラフィンを用いることができる。軽質流動イソパ
ラフィンとしては、例えば、イソドデカン、イソヘキサデカンが挙げられる。これらの軽
質流動イソパラフィンは、アイソパーＨ（エッソ化学社製、製品名）、イソドデカン（バ
イエル社製、製品名）、イソヘキサデカン（ユニケマ社製、製品名）ＩＰソルベント１６
２０ＭＵ、ＩＰソルベント２０２８ＭＵ、ＩＰソルベント２８３５（出光興産社製、製品
名）などの市販品を用いることができる。
【００２８】
　シリコーン油としては、例えば、環状シリコーン油、鎖状シリコーン油、分岐シリコー
ン油を用いることができる。環状シリコーン油としては、デカメチルシクロペンタシロキ
サン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、デ
カメチルテトラシロキサンが挙げられる。鎖状シリコーン油としては、メチルポリシロキ
サン、オクタメチルトリシロキサンが挙げられる。分岐シリコーン油としては、メチルト
リメチコンが挙げられる。これらのシリコーン油は、市販品を用いることができ、例えば
、デカメチルシクロペンタシロキサンとしては、ＴＦＳ４０５（東芝シリコーン社製、製
品名）ＳＨ２４５、ＤＣ３４５（東レ・ダウコーニング社製、製品名）、ＫＦ９９５（信
越化学工業社製、製品名）が挙げられる。また、メチルポリシロキサンとしては、ＫＦ－
９６Ｌ－１．５ＣＳ（信越化学工業社製、製品名）が挙げられ、オクタメチルトリシロキ
サンとしては、ＫＦ－９６Ａ－１ＣＳ（信越化学工業社製、製品名）が挙げられ、メチル
トリメチコンとしては、ＴＭＦ－１．５（信越化学工業社製、製品名）が挙げられる。
【００２９】
　本実施形態のメイクアップリムーバーにおいて、メイク除去性及び保存安定性の観点か
ら、揮発性油剤の含有量が、油性成分全量を基準として、４０～８０質量％であることが
好ましく、５０～７０質量％であることがより好ましい。
【００３０】
　油性粒子は、揮発性油剤以外の油性成分を更に含有することができる。このような油性
成分としては、例えば、通常化粧品に使用されるものであれば特に限定されず、動物油、
植物油、合成油等の起源、及び、固形油、半固形油、液体油等の性状を問わず、油脂類、
硬化油類、脂肪酸類、高級アルコール類、シリコーン油類、フッ素系油類、ラノリン誘導
体類、油性ゲル化剤類等が挙げられる。また、油性粒子は、通常化粧料に用いられる成分
、例えば、防腐剤、酸化防止剤、色素、増粘剤、香料、紫外線吸収剤、紫外線散乱剤、保
湿剤、界面活性剤などを含有することができる。
【００３１】
　油性粒子が揮発性油剤以外の油性成分を含む場合、その含有量は、揮発性油剤１００質
量部に対して１０～８０質量部であってもよく、１０～６０質量部であってもよい。
【００３２】
　本実施形態のメイクアップリムーバーは、使用性の観点から、２５℃で固形状の油性成
分の含有量が、油性成分全量を基準として、５質量％以下であることが好ましく、１質量
％以下であることがより好ましく、２５℃で固形状の油性成分を含まないことが更に好ま
しい。
【００３３】
　本実施形態のメイクアップリムーバーにおいて、油性成分の含有量は、メイクアップリ
ムーバー全量を基準として、１０～４０質量％であることが好ましく、１０～３０質量％
であることがより好ましく、１０～２０質量％であることが更に好ましい。
【００３４】
＜アルキル変性カルボキシビニルポリマー＞
　アルキル変性カルボキシビニルポリマーは、水溶性高分子であり、アクリル酸・メタク
リル酸アルキル共重合体、又は（アクリレーツ／アクリル酸アルキル（Ｃ１０－３０））
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クロスポリマーとも称される。アルキル変性カルボキシビニルポリマーは、アクリル酸・
メタクリル酸アルキル共重合体カルボキシル基に由来する親水性部分と、アルキル基に由
来する親油性部分とを併せ持つ共重合体であり、上記特定の油性粒子の形成及び合一防止
のために配合される。アルキル変性カルボキシビニルポリマーは、親油部分が油／水界面
に吸着し、親水部分が水に膨潤して油滴の周囲に水和ゲル相を形成することによって油を
安定に乳化することができる。
【００３５】
　アルキル変性カルボキシビニルポリマーは中和剤で中和されていてもよい。中和剤とし
ては、例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、トリエタノールアミン、塩基性アミ
ノ酸、水酸化アンモニウム、（モノ、ジ、トリ）エタノールアミン、（モノ、ジ、トリ）
イソプロパノールアミン、２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール、２－アミノ－２
－メチル－１，３－プロパンジオール、２－アミノ－２－ヒドロキシメチル－１，３－プ
ロパンジオール、モノエタノールアミン、モノイソプロパノールアミン、ポリオキシエチ
レンアルキルアミンなどが挙げられる。
【００３６】
　アルキル変性カルボキシビニルポリマーは、ＰＥＭＵＬＥＮ　ＴＲ－１、ＴＲ－２、Ｅ
Ｚ－４Ｕ（日光ケミカルズ社製、製品名）、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　１３４２、１３８２、Ｅ
ＴＤ２０２０、Ｕｌｔｒｅｚ２１、Ｕｌｔｒｅｚ２０ポリマー（日光ケミカルズ社製、製
品名）などの市販品を用いることができる。
【００３７】
　本実施形態のメイクアップリムーバーにおけるアルキル変性カルボキシビニルポリマー
の含有量は、粒径が１００μｍ以上の油性粒子の割合を十分に高める観点から、メイクア
ップリムーバー全量を基準として、０．０１～０．３質量％が好ましく、０．０１～０．
２質量％がより好ましい。
【００３８】
　本実施形態のメイクアップリムーバーは、水相及び油性粒子の比重差の絶対値が０．０
５以下であることが好ましい。水相の比重は、水相に含まれ得る各成分の比重及び配合量
から計算することができる。油性粒子の比重は、油性粒子に含まれ得る各成分の比重及び
配合量から計算することができる。
【００３９】
　例えば、メイクアップリムーバーが、ｎ個の水性成分と、ｍ個の油性成分とを含む場合
、水相の比重及び油性粒子の比重はそれぞれ下記式によって算出される。
水相の比重＝［（水性成分１の比重×水性成分１の配合量）＋（水性成分２の比重×水性
成分２の配合量）＋　・・・　＋（水性成分ｎの比重×水性成分ｎの配合量）］／（ｎ個
の水性成分の合計配合量）
油性粒子の比重＝［（油性成分１の比重×油性成分１の配合量）＋（油性成分２の比重×
油性成分２の配合量）＋　・・・　＋（油性成分ｍの比重×油性成分ｍの配合量）］／（
ｍ個の油性成分の合計配合量）
【００４０】
　なお、油性粒子が、比重調整剤として粉体成分を含む場合、当該粉体成分は油性粒子に
含まれ得る成分として、油性粒子の比重の計算に用いられる。アルキル変性カルボキシビ
ニルポリマーは、水相に含まれ得る成分として、水相の比重の計算に用いられる。
【００４１】
　本実施形態のメイクアップリムーバーが粉体成分を含まない場合、４０００ｒｐｍで５
分間遠心分離することにより分離して得られる水相及び油相の比重差を、水相及び油性粒
子の比重差とすることができる。なお、水相及び油相の比重は、比重瓶を用いて２５℃で
測定される。
【００４２】
　水相及び油性粒子の比重は、比重調整剤を配合することによって調整することができる
。すなわち、本実施形態のメイクアップリムーバーは、水相及び／又は油性粒子が比重調
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整剤を含有してもよい。
【００４３】
　比重調整剤としては、比重が１．００以下の水性成分、比重が０．９９０以上の油性成
分、粉体などを用いることができる。なお、水性成分及び油性成分の比重は、比重瓶を用
いて２５℃で測定される。
【００４４】
　本実施形態においては、水相が、比重調整剤として、エタノール、イソプロパノールな
どの炭素数１～４の低級アルコールを含有してもよい。
【００４５】
　また、油性粒子が、比重調整剤として、比重が０．９９０以上であり、２５℃で液状の
油剤を含有してもよい。このような油剤としては、例えば、フェニルトリメチコン（比重
０．９９５）、ジフェニルジメチコン（比重１．０７）、安息香酸ベンジル(比重１．１
１８)、などのフェニル基を有する液状油、ポリパーフルオロメチルイソプロピルエーテ
ル（比重１．８）などのフッ素油、クエン酸トリメチル（比重１．１４）、グリセリン脂
肪酸エステル（比重０．９９４）が挙げられる。
【００４６】
　比重調整剤として配合される粉体としては、疎水化シリカ（比重２．２）、ポリメタク
リル酸メチル（比重１．１９）、タルク（比重２．８）の疎水性処理粉体が挙げられる。
疎水性処理としては、高級脂肪酸、金属石鹸、油脂、ロウ、シリコーン化合物、フッ素化
合物、界面活性剤、デキストリン脂肪酸エステルが挙げられる。
【００４７】
　本実施形態のメイクアップリムーバーは、油性粒子がより均一な粒径を維持しやすくな
る観点から、塩類が配合されていてもよい。塩類としては、塩化ナトリウム、エデト酸塩
などが挙げられる。
【００４８】
　本実施形態のメイクアップリムーバーは、２５℃における粘度が４００～２００００ｍ
Ｐａ・ｓであることが好ましく、５００～５０００ｍＰａ・ｓであることがより好ましい
。なお、メイクアップリムーバーの粘度は、Ｂ型粘度計によって測定される。
【００４９】
　次に、本実施形態のメイクアップリムーバーの製造方法について説明する。
【００５０】
　本実施形態のメイクアップリムーバーは、例えば、上述した水性成分、アルキル変性カ
ルボキシビニルポリマー、及び、必要に応じて配合される添加剤が含まれる水相を調製し
、この水相に、上述した油性成分、及び必要に応じて配合される添加剤を添加し、攪拌す
ることにより製造することができる。各成分の配合量については、本実施形態のメイクア
ップリムーバーにおける含有量が上述した好ましい範囲となるように設定される。
【００５１】
　攪拌は、油性粒子の５０％以上が１００μｍ以上の粒径を有するように適宜調整するこ
とができ、比較的低速で行うことが好ましい。具体的には、ディスパー、プロペラ、バド
ルミキサー等を用い、１０～１５００ｒｐｍ、好ましくは１０～５００ｒｐｍ程度の回転
数で行うことができる。攪拌時の温度は、２５～３０℃とすることができ、攪拌時間は、
１～５分とすることができる。
【実施例】
【００５２】
　以下、実施例によって本発明をさらに詳細に説明するが、これらの実施例により本発明
の技術範囲が限定されるものではない。なお、表中の数値は、メイクアップリムーバー全
量を基準とする含有量（質量％）を示す。
【００５３】
　実施例に先立ち、各実施例で採用した評価方法を説明する。
【００５４】
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（ａ－１：油性粒子の平均粒径）
　粒子径は、５５ｍｍφのシャーレに３ｇの試料を広げ、デジタル顕微鏡（キーエンス社
　ＶＨ－５０００）（倍率：５０倍）にて、粒子径が４０μｍ以上の十分視認することが
できる代表５０個の粒子の粒子径の大きさを測定し、平均値を計算した。
【００５５】
（ａ－２：粒径１００μｍ以上の割合）
　ａ－１で測定した５０個のうち、１００μｍ以上の油性粒子の個数割合を算出した。
【００５６】
（ｂ－１：メイク除去性）
　下記処方例１の組成を有する油性マスカラ０．００５ｇを、スライドガラス上で直径１
．２ｃｍの円状に均一塗布して、２４時間放置して乾燥させた。
＜処方例１＞
　（成分）　　　　　　　　　　　（配合割合（質量％））
軽質流動イソパラフィン　　　　　　　　　　　残余
デキストリン脂肪酸エステル          　　　　１０
カルナウバロウ　　　　　　　　　　　　　　　１０
トリメチルシロキシケイ酸　　　　　　　　　　　８
マイクロクリスタリンワックス　　　　　　　　　５
マイカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
有機変性ベントナイト　　　　　　　　　　　　　２
イソステアリン酸ソルビタン　　　　　　　　　　２
黒酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
【００５７】
　メイクアップリムーバーを３．８ｇ含ませたコットンを、上記で塗布したマスカラにあ
てて、５秒間軽く押さえてから一定圧（１００ｇ／ｃｍ２）で拭き取りを行い、マスカラ
を除去するのに必要な拭き取り回数を測定し、以下の基準に従って評価した。
［油性マスカラに対する洗浄力の評価基準］
◎：８回以下
〇：９～１３回
△：１４～２０回
×：２１回以上
【００５８】
（ｂ－２：メイク除去性）
　実施例９のメイクアップリムーバーついては、以下の手順でメイク除去性を評価した。
【００５９】
　下記処方例２の組成を有する乳化ファンデーション０．００５ｇを、スライドガラス上
で直径１．２ｃｍの円状に均一塗布して、２４時間放置して乾燥させた。
＜処方例２＞
　（成分）　　　　　　　　　　　（配合割合（質量％））
シリコーン処理酸化鉄　　　　　　　　　　　　１０
シリコーン処理微粒子酸化チタン　　　　　　　　８
シリコーン処理微粒子酸化亜鉛　　　　　　　　　４
デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　１０
ジステアルジモニウムヘクトライト　　　　　　　０．８
ＰＥＧ－１０ジメチコン　　　　　　　　　　　　２
イソステアリン酸ソルビタン　　　　　　　　　　１
パルミチン酸エチルヘキシル        　　　　　　８
トリメチルシロキシケイ酸　　　　　　　　　　　２
マイカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
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ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　５
防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【００６０】
　メイクアップリムーバーを３．８ｇ含ませたコットンを、上記で塗布したファンデーシ
ョンにあてて、５秒間軽く押さえてから一定圧（１００ｇ／ｃｍ２）で拭き取りを行い、
ファンデーションを除去するのに必要な拭き取り回数を測定し、以下の基準に従って評価
した。
［乳化ファンデーションに対する洗浄力の評価基準］
◎：８回以下
〇：９～１３回
△：１４～２０回
×：２１回以上
【００６１】
（ｃ：保存安定性）
　２５℃及び５０℃で１ヶ月放置した後の状態を観察し、以下の基準に従って評価した。
［評価基準］
○：外観の変化なし
△：合一またはクリーミングが若干認められる
×：合一またはクリーミングが顕著に認められる
【００６２】
（ｄ：使用感）
　試験者（１０名）により、拭き取り使用後に、さっぱり感とべたつきのなさを以下の基
準に従って４段階評価を行いサンプル毎に評点を付し、更に全パネルの評点の平均点を以
下の基準に従って判定した。
［評価基準］
４：非常によい（非常にさっぱり感に優れ、べたつきがない）
３：よい（さっぱり感に優れ、べたつきがない）
２：あまりよくない（あまりさっぱり感がなく、ややべたつきがある）
１：悪い（さっぱり感がなく、べたつきがある）
［判定基準（評点の平均点）］
◎：３．５以上
○：３．０以上～３．５未満
△：２．０以上～３．０未満
×：２．０未満
【００６３】
（ｅ：比重（計算値））
　水相に含まれ得る各成分の比重及び配合量から水相の比重を計算し、油性粒子に含まれ
得る各成分の比重及び配合量から油性粒子の比重を計算した。
【００６４】
（比重（実測値））
　試料を４０００ｒｐｍにて５分間遠心分離機にかけ、油相と水相を２層に分離させ、
各相を混ざり合わないように取り出し、比重瓶を用いて２５℃で測定した。
【００６５】
（実施例１～８及び比較例１～６）
　表１及び表２に示す組成のメイクアップリムーバーを以下の製法により調製し、上記の
評価を行った。その結果を表３及び表４に示す。
【００６６】
＜製法＞
　成分１～９を溶解混合し、これを水相とした。次に、成分１０～１４を水相に添加し、
室温で、ディスパーを用いて３００ｒｐｍにて撹拌し、メイクアップリムーバーを得た。
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【表１】

【００６８】
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【表２】

【００６９】
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【表３】

【００７０】
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【表４】

【００７１】
　表１～４中、各成分の詳細は下記のとおりである。
【００７２】
［水溶性高分子］
アルキル変性カルボキシビニルポリマー　＊１：「ＰＥＭＵＬＥＮ　ＴＲ－１」（日光ケ
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ミカルズ、製品名）
アルキル変性カルボキシビニルポリマー　＊２：「ＰＥＭＵＬＥＮ　ＥＺ－４Ｕ」（日光
ケミカルズ、製品名）
【００７３】
　表１～４に示されるように、実施例１～８で得られるメイクアップリムーバーは、油性
粒子の５０％以上が１００μｍ以上の粒径を有しており、且つ、水相及び油相の比重差の
絶対値が０．０５以下であり、ｂ－１：メイク除去性、ｃ：保存安定性、ｄ：使用感にお
いて〇又は◎の評価であった。
【００７４】
（実施例９：メイクアップリムーバー）
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（配合割合（質量％））
１．　アルキル変性カルボキシビニルポリマー１％水溶液　＊１　　　　　５．００
　　　（比重１．００）
２．　１％塩化ナトリウム水溶液（比重１．０１）　　　　　　　　　　　０．３
３．　１％水酸化ナトリウム水溶液（比重１．０１）　　　　　　　　　　０．７
４．　精製水（比重１．００）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
５．　エタノール（比重０．７９６）　　　　　　　　　　　　　　　　　７
６．　フェノキシエタノール（比重１．１１）　　　　　　　　　　　　　０．５
７．　デカメチルシクロペンタシロキサン（比重０．９５６）　　　　　１９
８．　イソノナン酸イソトリデシル（比重０．８６２）　　　　　　　　　１
【００７５】
　＊１：ＰＥＭＵＬＥＮ　ＥＺ－４Ｕ（（日光ケミカルズ、製品名）
【００７６】
＜製法＞
　成分１～６を溶解混合し、これを水相とした。次に、成分７、８を水相に添加し、室温
で、ディスパーを用いて３００ｒｐｍにて撹拌し、メイクアップリムーバーを得た。
【００７７】
＜評価＞
　上記で得られたメイクアップリムーバーについて、ｂ－１：メイク除去性に代えてｂ－
２：メイク除去性を評価したこと以外は、上記と同様に評価を行った。結果は、ａ－１：
油性粒子の平均粒径が３５０μｍであり、ａ－２：粒径１００μｍ以上の割合が９２％で
あり、ｂ－２：メイク除去性は「◎」であり、ｃ：保存安定性は（２５℃、１ヶ月）が「
〇」、（５０℃、１ヶ月）が「〇」であり、ｄ：使用感は「◎」であり、ｅ：比重（計算
値）は油性粒子が０．９５１、水相が０．９８３であり、比重（実測値）は油相が０．９
５、水相が０．９９であった。
【００７８】
（実施例１０：メイクアップリムーバー）
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（配合割合（質量％））
１．　アルキル変性カルボキシビニルポリマー１％水溶液　＊１　　　　　　５．００
　　　（比重１．００）
２．　１％　塩化ナトリウム水溶液（比重１．０１）　　　　　　　　　　　０．３
３．　１％　水酸化ナトリウム水溶液（比重１．０１）　　　　　　　　　　０．７
４．　精製水（比重１．００）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
５．　エタノール（比重０．７９６）　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０
６．　フェノキシエタノール（比重１．１１）　　　　　　　　　　　　　　０．５
７．　イソドデカン（比重０．７５３）　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
８．　デカメチルシクロペンタシロキサン（比重０．９５６）　　　　　　　８．５
９．　フェニルトリメチコン（比重０．９９５）　　　　　　　　　　　　　８．０
【００７９】
＜製法＞
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　成分１～６を溶解混合し、これを水相とした。次に、成分７～９を水相に添加し、室温
で、ディスパーを用いて３０ｒｐｍにて撹拌し、メイクアップリムーバーを得た。
【００８０】
＜評価＞
　上記で得られたメイクアップリムーバーについて、ｂ－１：メイク除去性に代えてｂ－
２：メイク除去性を評価したこと以外は、上記と同様に評価を行った。結果は、ａ－１：
油性粒子の平均粒径が５００μｍであり、ａ－２：粒径１００μｍ以上の割合が９６％で
あり、ｂ－２：メイク除去性は「◎」であり、ｃ：保存安定性は（２５℃、１ヶ月）が「
〇」、（５０℃、１ヶ月）が「〇」であり、ｄ：使用感は「◎」であり、ｅ：比重（計算
値）は油性粒子が０．９５６、水相が０．９８３であり、比重（実測値）は油相が０．９
５、水相が０．９９であった。
【００８１】
（実施例１１：メイクアップリムーバー）
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（配合割合（質量％））
１．　アルキル変性カルボキシビニルポリマー１％水溶液　＊１　　　　　　５．００
　　　（比重１．００）
２．　１％　塩化ナトリウム水溶液（比重１．０１）　　　　　　　　　　　０．３
３．　１％　水酸化ナトリウム水溶液（比重１．０１）　　　　　　　　　　０．７
４．　精製水（比重１．００）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残余
５．　エタノール（比重０．７９６）　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０
６．　フェノキシエタノール（比重１．１１）　　　　　　　　　　　　　　０．５
７．　イソドデカン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５
８．　デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　９．５
９．　フェニルトリメチコン（比重０．９９５）　　　　　　　　　　　　　５．０
１０．　疎水化シリカ（比重２．２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
【００８２】
＜製法＞
　成分１～６を溶解混合し、これを水相とした。次に、成分７～１０を水相に添加し、室
温で、ディスパーを用いて３００ｒｐｍにて撹拌し、メイクアップリムーバーを得た。
【００８３】
＜評価＞
　上記で得られたメイクアップリムーバーについて、ｂ－１：メイク除去性に代えてｂ－
２：メイク除去性を評価したこと以外は、上記と同様に評価を行った。結果は、ａ－１：
油性粒子の平均粒径が３５０μｍであり、ａ－２：粒径１００μｍ以上の割合が９２％で
あり、ｂ－２：メイク除去性は「◎」であり、ｃ：保存安定性は（２５℃、１ヶ月）が「
〇」、（５０℃、１ヶ月）が「〇」であり、ｄ：使用感は「◎」であり、ｅ：比重（計算
値）は油性粒子が１．００８、水相が０．９８３であった。
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